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平成２９年１０月～　　　

市役所本庁舎６階北側・母子健康センター内

　本年10月から、子育てに関する総合窓口として「子育て世代包括支援センター」（愛称：「く
まっこるーむ」）を開設します。
【目的】
　妊娠期から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対応するため、総合的な相談支援を提供する
ワンストップ拠点を整備し、妊婦を含めた子育て中の方々に対し、切れ目のないサービスを提供す
る。
【開設場所・業務日・運営】
　・市役所本庁舎６階：月～土（祝日、年末年始を除く。土曜日は土曜開庁日に１階で開設）
　　　　　　 　　　　 子育て支援コーディネーター・母子保健コーディネーター各１名が常駐。
　・母子健康ｾﾝﾀｰ内：月～金（祝日、年末年始を除く。）
　　　　　　　　　　母子保健コーディネーター１名が常駐。
【対象者】
　市内に居住する妊婦・産婦・子育て中の保護者及びその家族
【業務内容】
　母子健康手帳の交付、面接による相談受付、支援台帳・支援プランの作成、関係機関・庁内関係
部署との連携、官民問わず市内の支援サービスの情報提供等。

特徴やPRポイント
・コーディネーターは、専門知識を有する子育て支援団体及び助産師会に委託し、市民協働による
熊谷スタイルの子育て支援を展開する。
・市内１６か所で行っている母子健康手帳の交付を子育て世代包括支援センター２か所に集約す
る。助産師がすべての妊婦と面接を行うことにより安心して出産に臨めるとともに、こまやかな支
援に結び付けることができる。
・子育て世代包括支援センターからの問い合わせ等に迅速に対応できるよう、庁内１９課による
「庁内連携会議」を組織し、連絡調整体制の強化を図る。
・市内の子育て情報を満載したガイドブック（B5版・オールカラー・32ページ）を作成し、「子育
てするなら熊谷市」をさらにアピールする。

・１０月２日（月）９：３０から、本庁舎６階においてオープンセレモニーを開催する。

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

母子健康センター：新藤           こども課：大塚

母子健康センター：048-525-2722   こども課：048-524-1111（内線585）

熊谷市
記者クラブ取材情報

　　　子育て世代包括支援センター　「くまっこるーむ」　開設

平成２９年９月２６日発表
担当課：母子健康センター
　　　　　こども課



・妊産婦等の支援に必要な実情の把握
・妊娠・出産・育児に関する相談に応じ、必要な情報提供・指導、支援へのつなぎ
・保健医療又は福祉関係機関等との連絡調整
・支援プランの策定

・市の機関　(こども課、保育課
　生活福祉課、教育委員会、
　母子健康センター等)
・子育て支援機関
　(保育所、幼稚園、地域子育て
　 支援拠点等）
・医療機関
　(産科・小児科等)
・保健所、児童相談所等
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